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199.灘動トレーニングが中高年者のよ策議感染穫に
及{ます影響-SATプロジェクト (49)一

。赤開設i雄\小泉 H~むに木村文 r4t:~，秋本
議之寺、石?ift 政岩子、久野 務位6、河野 …自!(1
e行本交子体育大f字、 2東京学芸大学大学:l:Je連合学校
教青学研究科、;き筑波大学 体育科学研究科、 i東京大
学:大学校総合文化研究科生命環境科学系、ら大洋
村役場、 G筑波大学 TARAセンタ…、 7筑波大学 体
育科学系)

{目的1j護皮な運動習犠{ま免後機能をおめて w ーと気j註
感染者Eの縫怠率を低下させると考えられている.我々
は，力[)齢によって抵直下するt:t高年ままの免疫機能が淫jfr}J

トレーニングによって向上する可能性を報告してきた.
今1mは，中高年者の遂重bトレ…ニングが免疫機能をお
めて， 色気遊感染症の権思ネを低下させるかおかをHJJ
らかにすることを日的として，定期的;こ運動させたtr(:

とコントロール群とで 1.'気遊感染症の発症を比較した.
{方法}茨城県大洋村夜伎で滋 2や!の運動教怒に参加

する中高年者を遂動計.とし f 1司じJilii或に生活して運動
教援に参加しない中高年者をコントロール若手とした.
運動教護は，滋21訪のうち， .1 lulはレジスタンス連動と
自転卒エルゴメータ運動を行い， もう 1a1 {土持久校運
動を千?った.それぞれi凶の運動救援の時間は6りから90
分間であった.上気滋感染抜の議慾状況は，議!登用紙
iこて，平成12年w汚から平成131fミ2Hまでの5ヶnml，
毎日の上気j霊感染症状の有無を自分で記録させた.調
査淡路の fカゼをひいているj Iこfはしりと答えーn.
つ!のとみの構みJ r鼻水・鼻づまり J rせき・たん!の
うち 1項目以上が「あり J の場合;こ上気遊感染痕と特
定した.連続あるいは 1日おいて連続のエピソードは
1 I滋の;程患と判定した.運動群については，務易担活
動議iUiHt.~~ (ライフコーダ， (株)スズケン;による
身体活動援のiHlJlさを平成12)f:'lzn，こ2i遊間行った. さ
らに運動群では，平成12年12rJに液製iの方法で、創設泌
を録取し，埋ま液分浴室i免疫グロプリン A (slgA) を
ELrSAでe定撃した. [針i巣)5ヶ月間継続して記録でき
た運動際65名とコントロール務26名において，全期間
を通じて，!.~.気遊感染症を 1 J交も発紘しなかった者は運
動部1~27~よt，コント臼ール群 10名であった. .1-.気道!惑染
症の犠怠?容については~湾計二に存設な2さはなかった.身
体活動援と峻液slgA分泌;設がiHIJ定できた迷勤務:-):)名
(67.8土4.9裁)において，身体活動議と上気遊感染

症構想@数との関係はrs::::-O.03，I按液slgA分泌f設と!.~
気遊感染症感想、担i数との関係は1'$:::0.19とともにもつな
な関係は認めなかった. [主主総}今!illの1iJr究では，中
高年者において，運動苦号機の有無によるよすい立?議決も主
催慾率の設は検出できなかった.身体治動SEとL気道
感染症様態i容との関係，および唾液sIgi¥分泌経と上気
道感染症議窓、事との関係も見いだせなかった.今色11え
有効なlul答が得られた対象数が少なかったので， さら
にデータ数を地やして，有症状日数などを検討する必
饗がある昏
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